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今回発表の 

事業所や 

サービスの 

紹介 

平成 25 年 6 月より名称を変更。 旧名称 社会福祉法人武尊会 特別養護老人ホーム

西が丘園から 新名称 社会福祉法人ウエルガーデン ウエルガーデン西が丘園 とな

りました。ウエルガーデン西が丘園では「自然の温もり」「生きる喜び」を基本方針と

し、通所・短期・訪問・居宅介護支援事業・在宅介護支援センター等の事業を施設介護

と同様に積極的に取り組み、地域に根差した施設づくりを目指しております。 

 

《１．研究前の状況と課題》 

【状況】 
○ 前年度は１６時間から８時間への夜勤体

制移行を軸にフロアご利用者を二分化、

自立支援に重点を置いたケア、個別対応

の充実を目指したが、グループケア実践

のスタートラインに立つことに留まり、

個別ケアへの反映、職員配置等において

様々な問題が生じた。その為、職員配置

変更、排泄ケアの見える化を図り、個別

対応の充実、ご利用者へのサービスの質

の向上を目指すことを目的とする。 
【課題】 
○ ご利用者はフロア内で二分化されている

が、職員配置が二分化されていない。 

○ 業務がルーティンワークになりがちで、

個別対応の充実がなされていない。 
○ ケア（特に排泄ケア）の達成を判断する、

具体的な指標がない。 

 

 

 《２．研究の目標と期待する成果・目的》 
【目標】 
○ ご利用者人数の多いフロア内での職員配

置の完全二分化。 

○ 職員個々のレベルに偏らないグループケ

アの実践。 

○ ケア（特に排泄ケア）の達成を判断する

介護業務の見える化。 

【成果・目的】 
○ フロア内を完全分離して二分化すること

で、より細かなニーズの把握を可能とす

る。 

○ 従来業務をグループケアへ変更すること

で、個のレベルに偏らないケアを実践す

る。 

○ 介護業務を数値化することで、誰もがわ

かる現状分析を実施。問題の抽出、解決

への見える化を図る。 

 



《３．具体的な取り組みの内容》 

○ 対象者は特養及びショートステイご利用

者全員とする。 

○ ご利用者の多い２、３階フロアでの職員

配置を二分化。個別担当制からグループ

制へ変更することで、個のレベルに偏ら

ないケアを実践する。 

○ 平成２５年４月～現状分析を実施。同年

７月～１フロアにおいてグループケアを

試行。順次他フロアにおいても実施して

いく。 

○ 段階的にデモシフトを作成。現状で対応

可能であるかを精査、問題の抽出、解決

に取り組む。職員配置二分化後はグルー

プケアを本始動、介護業務の見える化を

実施する。 

○ １フロア導入都度介護、職員全員の意見

を集約、結果を踏まえた上で役職者を中

心に現行の問題点を分析、業務改善を図

っていく。 

○ 役職者会議にて他部署へグループケアに

ついての説明を都度実施。必要時、協力

を依頼する。 

 

《４．取り組みの結果と考察》 

○ フロア内を完全分離して二分化したこと

で、より詳細なニーズの把握を可能とな

った。 

○ 職員間における情報共有力が上がったこ

とで、個別対応の充実を図ることが出来

るようになった。 

○ グループケアを実践した事で、職員の職

務レベルに偏らないケアの提供が可能と

なった。 

○ グループケアを実践した事で、職員意識

の向上に繋がり、常勤離職率が６.７％下

がった。 

○ 排泄業務を数値化したことで、下剤服用

率が２３％下がった。 

 

 

 《５．まとめ、結論》 

○ ３フロアにて担当グループを設定。２フ

ロアに関しては職員シフト、利用者担当

においてもフロア内を完全分離して２つ

に分けたことで、より細かなニーズの把

握が可能となり、サービスの質の向上に

繋げることが出来た。排泄に関しては数

値化することでの見える化を実施。とり

わけ下剤服用を減らす取り組みに着手。

個人に合った排泄パターンが明確化さ

れ、不快のない快適な生活の提供につな

げることが出来た。今後もグループケア

の長所を存分に生かし、ご利用者へのサ

ービス向上を目指していく。 

《６．倫理的配慮に関する事項》 

※ 本研究において、情報は厳重に管理し、

研究の目的以外には一切の使用を致しま

せん。また掲載、発表にあたり、個人情

報を使用する場合は、ご家族、ご利用者

に同意を得た上で実施致しております。 
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《８．提案と発信》 

従来型特養においては、１つのフロアで人

数の多いご利用者の状態を把握することが必

要となってくる。しかしながら、勤続年数の

若年化、人材確保が問題となっている施設も

多く、職員レベル格差の是正が重要視されて

いる。グループケアを実施、詳細な情報把握

を可能にしたことで、業務レベルの標準化に

つながり、個別対応の充実化が図れたことを

改めて痛感した。 
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